
1 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

               秋川流域     2024.９.2８  

                ジオの会通信 VOL．2１                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

 

秋川流域のジオサイト㉑ 平沢の湧水群 
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                   平沢の湧水群 
平井川に面したこの高い崖地は、あきる野市を代表する豊富な湧水が見られる場所です。崖下は湧水

による貴重な湿地帯となっています。湧き水のある所を境に、上はごろごろした段丘礫層、下は硬く締

まった砂まじりの風化が進んだ上総層群の礫層が見えています。段丘礫層は 10～2 万年ほど前に堆積

したもので、隙間も多く水を良く通しますが、下の層は一段と古い 2０0万年以上前の、この付近がま

だ広大な扇状地であった頃に堆積した地層でがっちりと固まっているために、水を通しにくくなってい

ます。秋留台地上に降った雨水は地表から浸透し、段丘礫層の底をゆっくり流れています。この崖では、

地層の境界部(不整合面)が、平井川によって削られて露出したため、湧水となっているのです。 
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これまでの行事                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
 

 〇事務局会 

７月 9日（火）、８月１３日（火）、９月 1０日（火） 

〇全体会（学習会）   

・６月 23 日（土）「子房総半島の地理と古代史」小泉武栄さん（会員） 

・７月 27 日（土）「モンゴル大地の地質聞きかじり」石井弘好さん（会員） 

・８月 25 日（土）「上総層群を探る」池田美智子さん（会員） 

○ジオガイドツアー 

  この期間の実施はありませんでした 

 〇研究チーム→４つの研究グループと輪読会が進められています。 

化石研究会、上総層群研究チーム、五日市町層群研究会  

三頭山研究チーム、輪読学習会「新版 絵でわかる日本列島の誕生」 

 〇ジオガイド本編集委員会 

編集会議 ７月５日、７月２９日、８月３０日、９月５日、9 月 19日  

原稿を書き進め、順次校正をおこなっています。 

委員 青谷、池田、内山、大澤、鈴木、長岡、吉村 

 

輪読会と地学妄想 （鈴木 肇） 
                          テキスト P131（ｂ）図 

 輪読会は新版｢絵でわかる日本列島の誕生」という本をテキストにしていますが、会はテキストの後半

に入っています。後半に入ると日本列島の複雑な成因を解くために定説と仮説が入り交じり、いよいよ難

しくなってきます。 

 日本海が開いて列島になったのは、15Ma という地質年代からすると、つい最近の話しなので、それ

以前の大陸の一部であった頃からテキストは説明しています。ユーラシア大陸の極東部では、ペルム紀か

らトリアス紀にかけて、シベリア地塊に北中国地塊、南中国地塊、それにブレア地塊が衝突して大陸は肥

大していきます。南北中国の衝突は日本に大きな影響を与え、黒瀬川帯などの変成岩体のルーツはここで

あると考えられています。ブレア地塊も今のハバロフスクを中心とした極東域を占めるかなり大きな地

塊の衝突です。このブレア地塊の南部と南中国地塊北部との中間位置に、ハンカ地塊という細長い地塊が

トリアス紀に衝突して来ます。ウラジオストクの北にハンカ湖がありここが模式地になっています。そし

てこのハンカ地塊の地層と京都の西にある舞鶴帯の地層はほとんど一致するとこのテキストは言ってい

て、舞鶴帯のルーツはハンカ地塊だと説明しています(P133)。 

 けれどもハンカ湖からウラジオストクを経て若狭湾の舞鶴までは膨大な距離になります。そこで日本

列島が大陸に付いていた位置を、川を中心にしてハッキリと(ただし大胆な仮説ですが)指摘している藤岡

換太郎氏の説を考えてみます。藤岡氏は、列島が大陸の一部であった時代、今の天竜川と信濃川とウスリ

ー川は一本の川であったと言っています(｢川はどうしてできるのか」)。だとしたらウスリー川の最上流

部のハンカ湖やウラジオストクと、信濃川の河口にある新潟とはくっついていた事になります。そう考え

るとハンカ地塊の長さは、ハンカ湖とウラジオストク間の距離、それに加えて新潟と舞鶴間の距離という

ことになります。そして新潟には舞鶴帯のような地質帯はない訳ですから、ハンカ湖とウラジオストクを

結ぶ北北東の線を南へ延長した舞鶴までの距離はもっとショートカットできそうです。舞鶴帯の横幅か

ら推測するとハンカ地塊は狭長な小型の地塊であったと考えられます。 

 しかし、話しはもう少し複雑です。島根県津和野で発見された 2500Ma の年代を示す花崗片麻岩が

日本最古の岩石で、その母岩に相当するのが舞鶴帯だと言われています。飛騨外縁帯から山陰に続く横ず

れ断層の影響でそこまで舞鶴帯が西方延長されたのか？ いやいやそれは考え難い。  

 むしろハンカ地塊は、ウラジオストクとハンカ湖で一つの塊、それに舞鶴から津和野まででもう一つの

塊、つまり二つの塊からできていたと考えた方が良いようです(P131,(b)の図がヒントになる)。それな

らば新潟と富山間に舞鶴帯がない事が説明できます。 

 このレポートは輪読会以外の人には訳が分からなかったと思いますが、この会ではこの様なことを勉

強しています。日本の地質を考える場合、列島になってからの時間よりも大陸縁であった時間の方がはる

かに長いのですから、そこをもっと考えていきたいと思っています。 



3 

 

 

戸倉しろやまテラス 野鳥誘致園 ヤマユリ保護活動   （池田美智子） 
「野鳥誘致園観察会」という名のボランティアグループで誘致園の整備管理を始めたのが2019年6月。

旧戸倉小学校が 2013 年（H２５）に閉校した後、ほとんど手が入れられずにジャングルの様になって

いた園地を何とか蘇らせたいと思った有志が集まった。コツコツと続けた活動の成果が実感できたのは、

始めて３年近く経った 202２年の春、ヤマルリソウ、タチツボスミレ、ニリンソウなど可憐な花たちが

一斉に咲いた時だ。雨でも、暑くても、寒くても続けて良かったと仲間と喜び合った事が忘れられない。

最近は季節ごとの貴重種の保護や竹伐採などの整備の作業が定着してきて、計画的に整備管理を進めら

れるようなっている。そして、重要な保護活動のひとつが「ヤマユリの保護」。ヤマユリの花を園地の中

で咲かせたいという願いを込めて 4月には活動開始。以下はヤマユリ保護の記録である。 

 

ヤマユリ保護の記録 

２０１９年：6 月誘致園保護活動開始。ジャングルのような誘致園ではヤマユリを見なかった。 

（ひっそりと芽を出していた可能性はある） 

２０２０年：ヤマユリの開花を確認しているがそれほど多くはなかった。 

２０２１年：記録は多くないが、蕾の段階で全滅した。いったい何故なのか。調べてみるとサルに蕾

の段階で齧られたようだと判明。 

２０２２年：ヤマユリ保護の方法を検討しているうちに又、蕾の大半を齧られてしまい、無事な蕾を 

切り取り、テラスの花瓶やバケツの中で開花させた。 

 

 

 

 

 

２０２３年：早めに保護開始したが 5 月に 10 本ほど、根ごと抜かれてユリ根を食べられた。その

後、網袋をかぶせたり、根の周りを割った竹で囲んで根を保護したりした。 

花が咲き始めたが、網袋を外す時期が少し遅れ、花びらがシワシワになった。北側の池

の上の株には 26 個の花を咲かせた。 

 ２０２４年：斜面を中心に 50 株程発芽。２ヵ所、大きな網でぐるりと囲んだ。個別にかぶせた網袋

の上部にペットボトルを切り開いて結びつけて網がしぼまない様に工夫。網を突き破っ

た蕾や、花びらがシワシワになりかかったものがあったが、沢山の花を自然の中で咲か

せることができた。昨年、今年と蕾ができる頃にあまりサルが来てなかったようでもあ

り、保護が成功したのか、サルの気まぐれなのか結論はまだ出せない。奇しくも花がほ

ぼ終わった 7 月 24 日にサルの大群が誘致園に現れたとのこと。何とも悩ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

齧られて葯を 

食べられた蕾 

一株毎に網をかぶせた 
大きな網でぐるりと 

ドーム型に囲んだ 

自然の中（網ドーム中）で立派に花 

を咲かせることができた 
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平沢湧水群の露頭保存の経過報告           （池田美智子） 
 

ジオ通信 1 ページ「平沢の湧水群」崖の急傾斜地防災工事が 9 月 10

日に終わりました。この場所は豊富な湧水によって崖が削られ、以前の

コンクリートの補修枠が浮き上がっていたため、防災の観点から西多摩

建設事務所が補修工事を実施したものです。 

工事にあたっては、T さんの仲立ちのもと、以前の看板を書いた小泉

先生も交えて、何度かの現地調査と工事の方法についての協議を行って

きました。その結果、地層が観察できるように石を敷き詰めない枠を一

部残し、湧水による貴重な湿地帯が保存

されるよう、側溝の配置を工夫していた

だきました。その側には、新しい解説看

板が立てられました。 

この場所が秋留台地の湧水の仕組み

を知るジオサイトの一つとして、今後と

も活用されることを期待したいと思い

ます。 

 

 

これからの行事 
 

○全体会 

・9 月 28 日（土）14時～  五日市交流センター 2 階会議室 

  学習会 「なぜ東京山側探究型自然学習が都市と地方の問題を解決し、四方、五方良しのサステナ

ブルな地域が作れるのか」桜澤祐樹さん（会員） 

・10 月 26 日（土）14時～  五日市ファインプラザ 2階第 3研修室 

  学習会 「隕石と地球」吉村成公さん(会員) 

 ・11月 2３日（土・祝）14 時～  五日市交流センター ２階会議室 

   学習会 「多摩川の野鳥」御手洗望さん（会員） 

  ※12 月全体会は実施しません 

〇地域外研修（近郊版） 

 ・10月 6日（日）「鳩ノ巣渓谷の地形と地質」 

〇秋のジオツアー 

 ・11月 9日（土）；会員・17日（日）：一般「北秋川で構造線をまたぐ」 

 ・12月 1日（日）；一般「五日市町層群全部見る」 

○調査チームによる研究テーマに合わせた調査や室内実習は、随時行っていきます。また、他団体による

オンライン講演会などの情報は随時メールで配信します。 

 

会員・会費 

 秋川流域ジオの会では、随時会員を募集しています。秋川流域の大地の豊かさと面白さを学び、伝える

活動にぜひご参加ください。現在の会員数は 66名です。 

 ☆年会費 2,000円 （会計年度 １月～12月） 

 ☆振込口座 西武信用金庫 五日市支店(024) 普通口座 1173684 秋川流域ジオの会 

                                アキガワリュウイキジオノカイ  
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